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1 具体的には ターゲット 3.9 (「2030年までに、有害化学物質、ならびに大気、水質および土壌の汚染による死亡および病気の件数を大幅に減少さ
せる。」) とターゲット 11.6 (「2030年までに、大気質、自治体などによる廃棄物管理への特別な配慮などを通じて、都市部の一人当たり環境影響を
軽減する。」) 
2 例えば、中国の PM2.5スモッグの発生に関しては、今まで考えられていなかった霧や雲などの水滴内での化学反応が重要な役割を
果たすことが最近の研究で明らかになってきている（この点に関する文献としては、Fu and Chen, 2017 がある）。 
て、タイ（バンコク首都圏）での大気観測調査と並行して、
日本（Akimoto, 2017）、韓国（Shim, 2017）、及びメキシ
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PM2.5濃度の年平均値は、 20.6 µg/m3 （公害規制局
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